




令和6年4月17日 現在令和6年4月17日 現在

日時 イベント名 注目ポイント 会場 前売チケット情報

5/11（土） 
①13：30 ②17：30

高橋和彦＆夏川由紀乃
デュオリサイタル2024

マンドリン（高橋）とピアノ（夏川）の夫婦によるデュオリサイ
タル。マンドリンの素敵な音色とピアノのデュオが魅力。

ドリームシップ
風のホール

一般3,000円
大学生以下2,000円
チケット好評発売中

5/19（日）
14：00 第33回 下関市民オーケストラ定期演奏会 創立30年の歴史と伝統を持ち70名以上のオーケストラ愛好者

が集う“下関市民オーケストラ”の33回目となる定期演奏会。
下関市民会館

大ホール
一般1,500円
学生500円

チケット好評発売中

5/19（日）
14：00

下関ブラス・オーケストラ
第17回定期演奏会

年齢や地域、演奏技術の枠を超えて音楽を愛する“下関ブラス”
の17回目となる定期演奏会。

ドリームシップ
海のホール 入場無料

5/25（土）
14：00

近藤聡彦
ファゴットリサイタル2024

下関出身・世界で活躍する近藤聡彦が贈る、ファゴットリサイタ
ル。

ドリームシップ
風のホール

一般2,500円
高校生以下1,500円
チケット好評発売中

6/23（日）
14：00 朗誦「平家物語」 『平家物語』クライマックス「祇園精舎」から「源平合戦」までを

詠む朗読劇。
下関市民会館

中ホール
1,500円

チケット好評発売中

6/23（日）
14：00 2024下関市民合唱団　定期演奏会 創立69年目を迎える“市民合唱団”が「今だからこそ」をテーマ

に贈る演奏会。
ドリームシップ

海のホール
1,000円

中学生以下無料
チケット好評発売中

7/15（月・祝）
12：00 第27回　ポピュラーピアノコンサート 音楽を通して文化発展への貢献を続ける“下関音楽教育研究会”

主催のピアノコンテスト。参加者募集中！
ドリームシップ

海のホール

参加料：
幼・小学生5,000円、
中高生・一般6,000円 
申込締切：6月17日（月） 

消印有効





下関市民会館
〒750-0025　下関市竹崎町4丁目5-1　TEL.083-231-6401　FAX.083-235-0800
　　　https：//www.scpf.jp　　　　　　 info@scpf.jp
 ■開　館／9：00～19：00　■休館日／年末年始（12月29日～翌年1月3日）
  HP   E-mail

月日 曜 大ホール・イベント名 開演～終演 入場料 主催／お問い合わせ先

5/12 日 令和6年度 NHK全国学校音楽コンクール 
課題曲講習会［小学校の部］ 10：30～14：50 参加費　一般 4,500円 

　　　　児童    200円
下関少年少女合唱隊 

（能野）090-2294-8975

5/19 日 下関市民オーケストラ 
第33回 定期演奏会 14：00～16：00

一般 1,500円（当日 1,700円） 
学生 500円（当日 600円） 

※中学生以下無料

下関市民オーケストラ 
（村田）090-7973-5234

5/25 土 三山ひろし 15周年記念コンサート 
～ありがとう 感謝を込めて～ 14：00～16：00

S席（指定）6,600円 
Ａ席（当日指定）4,400円 
GLﾁｹｯﾄ（当日指定）2,200円

グッドラック・プロモーション（株） 
086-214-3777

月日 曜 中ホール・イベント名 開演～終演 入場料 主催／お問い合わせ先

5/5 日 カラオケ華華発表会 9：30～ 無料 カラオケ華華 
083-231-4540

5/12 日 渡辺貞夫カルテット2024 16：00～ 8,500円 （公財）下関市文化振興財団 
083-231-6401

5/24 金 オカリナ夢スタジオ演奏会 10：00～12：30 無料 オカリナ夢スタジオ 
080-6333-3191

5/25 土 花柳三吉追悼公演 
Bon temps　～わが母の 教えたまいし～ 14：00～15：30 2,000円 みよし会 

090-6844-4350

5/26 日 地域医療に関するシンポジウム 14：00～15：30 無料 下関市保健部地域医療課 
083-231-1714

5/29 水 山口県漁協女性部 通常総会 10：30～13：00 無料 山口県漁協女性部 
083-261-6612

月日 曜 展示室・イベント名 開演～終演 入場料 主催／お問い合わせ先

5/14 火 ウィッグユキ展示会 10：00～16：00 無料 ㈱ユキ 
0120-20-3020

5/25 土

花展
10：00～17：00

無料 （一財）小原流下関支部 
090-7542-7008

5/26 日 10：00～16：00

※イベント内容については予定ですので変更になる場合がございます。各イベントに関してのご質問は「お問い合わせ先」へお願い致します。 （令和6年4月17日現在）



ドリームシップ（下関市生涯学習プラザ）

月日 曜 大ホール・イベント名 開演～終演 入場料 主催／お問い合わせ先

5/12 日 アート・バレエ・コヒラ「お勉強会」 14：00～16：30 無料 アート・バレエ・コヒラ 
（小平）090-9466-7243

5/15 水

下関市民劇場5月例会 
劇団文学座公演 「五十四の瞳」

18：30～21：00

会員制 下関市民劇場 
083-232-40655/16 木 13：00～15：30

5/17 金 13：00～15：30

5/19 日 下関ブラス・オーケストラ　第17回定期演奏会 14：00～16：00 無料 下関ブラス・オーケストラ 
（矢内）090-6830-2827

5/23 木 チューバ　初夏のミニコンサート 12：15～12：45 無料 （公財）下関市文化振興財団 
（ドリームシップ）083-231-1234

月日 曜 小ホール・イベント名 開演～終演 入場料 主催／お問い合わせ先

5/4 土 リトミック発表会　ピーターと狼 13：30～15：30 無料 下関リトミック音楽教室 
083-231-7912

5/5 日 福田きくお　歌踊笑 10：00～15：30 2,500円（弁当付き） 
※当日券　弁当なし

うた祭り実行委員会 
090-9711-5677

5/11 土 高橋和彦＆夏川由紀乃 
デュオリサイタル2024

①13：30～15：30
②17：30～19：30

一般 3,000円
大学生以下 2,000円 
（当日各500円増）

ピュウ音楽教室 
（夏川）090-2298-1164

5/12 日 絃栄会民謡大会 12：30～15：30 無料 日本民謡絃栄会（山本）083-255-0213

5/19 日 ピアノステップ 10：30～16：00 無料 株式会社リトル・ノート 
（神野）090-1337-2747

5/25 土 近藤聡彦　ファゴットリサイタル2024 14：00～16：00
一般 2,500円 

高校生以下 1,500円 
（当日各500円増）

近藤聡彦リサイタル実行委員会 
（近藤）090-5373-1625

5/26 日 パリ祭2024　下関シャンソン教室 14：00～16：30 無料 下関シャンソン教室 
（石田）090-1357-6131

月日 曜 多目的ホール・イベント名 開演～終演 入場料 主催／お問い合わせ先

5/18 土
全ての人の人権が守られる社会を目指して 
～下関でヒューマンライツについて考える～ 

（戸塚悦朗氏講演・対話会）
14：00～16：30 無料 

※要資料代500円
アムネスティ下関グループ 
（中井）090-3770-1194

〒750-0016　下関市細江町3丁目1-1　TEL.083-231-1234　FAX.083-242-6234
　　　 https：//s-dreamship.jp　　　　　　 info@s-dreamship.jp
 ■開　館／9：00～22：00　 ■休館日／年末年始（12月29日～翌年1月3日）
  HP   E-mail

〒750-0008　山口県下関市田中町5番7号　TEL.083-250-7666　FAX.083-231-0469
　　　https：//www.kinuyo-bunka.jp　　　　　　 info@kinuyo-bunka.jp
 ■開　館／9：00～17：00（入館は16：30まで）　■入館料／無料
 ■休館日／火・水曜日（祝祭日の場合は翌日）・年末年始（12月28日～翌年1月4日まで） ※その他、展示替えなどのために、臨時に休館をする場合があります。

  HP   E-mail

下関市立近代先人顕彰館（愛称：田中絹代ぶんか館）

  １階／ふるさと文学館

4/4（木）～ 
9/30（月）

田中絹代、女優デビュー100年記念 
「原作はこちら」

田中絹代がデビューして百年。絹代が出演した映画には、監督のオリジナルもあれば、
原作が存在するものもあります。今回は絹代が出演した作品の原作を紹介致します。 

  １階／ミニホール

5/5（日） 名画劇場『東京物語』 
（1953年、小津安二郎 監督：135分）

上映…①10：00～　②14：00～　定員…40名　要予約　観覧…無料 
出演…笠 智衆、東山千栄子、原 節子、杉村春子 ほか

  ２階／田中絹代記念館

1/5（金）～
6/24（月） 田中絹代、女優デビュー100年

田中絹代が憧れを胸に松竹の京都下加茂撮影所の門をくぐったのは、大正13年（1924） 
のこと。絹代14歳の夏でした。絹代はその後、それまでの概念や枠組みを広げていく大 
女優へと成長していきます。　 
前期は絹代の遺品から『愛染かつら』までの台本を公開。多くの台本が初公開資料です。 

「映画と結婚しました」と公言していた田中絹代の、作品の一端を紹介します。

（令和6年4月17日現在）

※イベント内容については予定ですので変更になる場合がございます。各イベントに関してのご質問は「お問い合わせ先」へお願い致します。


